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本市と吉井町、世知原町の1市2町による
話し合いも、いよいよ最終局面へ
  
　本市は一昨年の4月から、1市2町が合併した場合
のメリットやデメリットなどについて、さまざまな
角度から調査や研究を行ってきました。
　また、「住民サービスや負担をどのように調整す
るか」、「新しいまちづくりをどのように進めるか」

という課題についても話し合ってきました。
　話し合いの中ですべてが整うと、1市2町が「合併
協定（合併に当たっての合意書）」に調印することに
なります。
　話し合いの内容や、合併後のまちづくり計画につ
いては、広報させぼや合併協議会だより「合併通信
プラス」、協議会の公式ホームページでお知らせし
ています。
　特に合併協議会だよりでは、分かりやすい内容で
お伝えしていますので、ぜひご覧ください。
市のホームページアドレス
http://www.city.sasebo.nagasaki.jp

シリーズ⑲

●お尋ね　市役所市町村合併推進室（�24-1111）

災害現場

�
出動
指令

119番通報から出動まで

消防局

安全で安心な街づくりを目指して
～新しい消防通信指令システムが稼動します～

カーナビゲーションが災害現

場まで確実に誘導します。

消防車
救急車

� 出動

�
119番通報

　火災や救急事故の被害を最小限度に
とどめるために、市民からの119番通報
を確実に受け付け、いち早く災害現場に
到着できるシステムをご紹介します。

●お尋ね　消防局指令課（�23-5121）

災害現場に最も近い消防署に

出動を指令します。
消防署

地図が印刷された出動指令書

をファクスで送信します。
消防団

発信地表示装置
火災や救急事故などの災

害現場を確実に把握しま

す。

大型スクリーン
大型のスクリーンが設置

され、さまざまな情報や画

像を表示します。

地図検索装置
市内の詳しい地図で災害

現場を表示します。

音声合成装置
消防隊に対して、

自動的に出動ア

ナウンスが流れ

ます。

　指令台
119番通報を

受け付け、消

防隊への出動

指令を行いま

す。
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表
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〈
市
政
の
振
興
に
貢
献
〉

　

梯
正
和
（
保
立
）

  
●
二
号
表
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〈　

年
以
上
の
市
議
会
議
員
、
執
行
機

10
関
の
委
員
〉

　

市
岡
博
道
（
藤
原
）、
山
本
大
寛
（
皆
瀬
）、

片
渕
雅
夫
（
大
和
）、
永
尾
政
則
（
大
和
）
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三
号
表
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〈
一
般
職
の
職
員
が
、　

年
以
上
で
退

20

職
〉

　

村
上
啓
次
郎
（
黒
髪
）
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〈
産
業
の
開
発
、
振
興
に
貢
献
〉

　

松
永
勝
男
（
勝
富
）、
田
中
丸
善
保
（
松

浦
）、
山
縣
義
道
（
白
南
風
）

  
●
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表
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〈
教
育
、
学
術
、
体
育
な
ど
そ
の
他
文
化

の
振
興
に
貢
献
〉

　

田
上
善
廣
（
皆
瀬
）、
上
薗
茂
樹
（
長
坂
）

  
●
六
号
表
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〈
社
会
事
業
に
貢
献
〉

　

藤
戸
寿
美
子
（
鹿
子
前
）、
植
木
昌
子

（
須
田
尾
）

  
●
七
号
表
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〈
民
生
の
安
定
に
貢
献
〉

　

井
手
吉
弘
（
天
神
4
）、
小
林
直
子
（
折

橋
）、
里
美
昭
七
（
針
尾
西
）、
松
添
幸
子

（
石
坂
）、
松
本
祐
吉
（
大
野
）、
三
根
ツ

ギ
子
（
桜
木
）、
松
尾
義
子
（
新
田
）、
田

中
一
規
（
稲
荷
）、
林
田
壽
（
原
分
）、
石

橋
英
司
（
皆
瀬
）、
辻
英
男
（
川
下
）、
梶

山
初
美
（
柚
木
）、
木
下
保
男
（
花
高
3
）、

小
川
�
造
（
棚
方
）、
嶋
田
ス
ズ
子
（
中
原
）、

園
田
カ
ヅ
ヨ
（
若
葉
）、
松
永
信
子
（
山
�
）、

井
戸
節
子
（
勝
海
）、
溝
上
定
實
（
江
上
）、

枡
田
洋
吉
（
黒
髪
）、
山
本
清
司
（
広
田
2
）、

吉
本
勝
一
（
権
常
寺
）、
武
内
登
喜
夫
（
相

浦
）、
山
口
政
男
（
竹
辺
）、
木
下
和
夫

（
大
野
）、
中
村
一
男
（
神
島
）、
山
中
康

市（
神
島
）、
力
武
隆（
稲
荷
）、
江
口
勣（
大

宮
）、
松
永
兼
�
（
日
野
）、
森
田
又
巳

（
神
島
）、
宮
崎
任
彦
（
大
宮
）、
沖
田
輝

彦
（
長
坂
）、
吉
田
義
次
（
名
切
）、

橋
川
敬
一
（
権
常
寺
1
）、
丸
田
静
夫
（
大

和
）、
吉
田
寿
之
（
須
田
尾
）、
池
田
瑶
子

（
広
田
3
）、
土
居
博
明
（
高
天
）、
松
尾

富
子
（
日
野
）

  
●
八
号
表
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〈
保
健
衛
生
に
貢
献
〉

　

吉
田
治
正
（
相
浦
）、
犬
塚
昌
穂
（
天
神

5
）、
江
原
勝
弥
（
保
立
）、
品
川
正
雄

（
田
原
）、
田
中
豊
秋
（
谷
郷
）

  
●
九
号
表
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〈
納
税
な
ど
に
貢
献
〉

　

鈴
木
仁
哉
（
三
浦
）

  
●
十
号
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〈
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付
〉

　

城
島
健
司
（
相
浦
）、
株
式
会
社
中
村
ス

ト
ア
ー
（
大
塔
）、
社
団
法
人
佐
世
保
法
人

会
（
高
砂
）、
株
式
会
社
上
滝
佐
世
保
支
店

（
白
木
）、
学
校
法
人
聖
和
女
子
学
院
（
松

山
）、
株
式
会
社
河
野
商
店
（
相
浦
）、
佐

世
保
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
湊
）、
佐

世
保
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
島
瀬
）

  
●
十
一
号
表
彰　
　
　
　
　
　
　
　

　
〈
治
安
の
維
持
、
人
命
救
助
な
ど
に
て

い
身
〉

　

橋
村
勉
（
日
宇
）、
橋
村
征
輝
（
日
宇
）、

赤
�
悦
朗
（
大
黒
）

  
●
十
四
号
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〈
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
者
〉

　

佐
々
木
邦
子
（
戸
尾
）、
永
吉
直
人
（
天

神
）、
若
葉
町
2
組
婦
人
部
食
事
サ
ー
ビ

ス
（
若
葉
）、
十
郎
新
町
食
事
サ
ー
ビ
ス

（
十
郎
新
）、
も
み
じ
会
（
木
風
）、
三
浦

町
2
組
公
民
館
婦
人
部
（
三
浦
）、
稲
荷
町

4
組
給
食
サ
ー
ビ
ス
（
稲
荷
）、
白
木
町
自

治
会
婦
人
部
（
白
木
）、
下
本
山
き
し
の
会

（
下
本
山
）、
春
日
町
福
祉
対
策
推
進
協

議
会
食
事
サ
ー
ビ
ス
（
春
日
）、
む
つ
み
会

（
皆
瀬
）、
上
金
比
良
町
婦
人
部
（
金
比

良
）、
柚
子
の
会
（
里
美
）、
日
宇
町
1
組

婦
人
部
（
日
宇
）、
大
野
地
区
福
祉
対
策
推

進
協
議
会
食
事
サ
ー
ビ
ス
（
田
原
）、
西
大

和
町
食
事
サ
ー
ビ
ス
（
大
和
）、
柚
木
地
区

食
事
サ
ー
ビ
ス
（
柚
木
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
人
形
劇「
ピ
ノ
キ
オ
」（
花
高
4
）

●６ 

市
政
功
労
者
の
皆
さ
ん

市
政
功
労
者
の
皆
さ
ん

栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

栄
え
あ
る
受
章 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
世
保
市
は
明
治

年
4
月
1
日
に
市
制
を
施
行
し
、
こ
と
し
で
市
制
施
行
百
二
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

35

市
で
は
、
こ
の
日
を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た

人
と

団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

65

23

受
章
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）


